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要旨    相転移現象は秩序変数の構造や空間次元、相互作用の及ぶ範囲などによって多様

な形態を見せる。それらの臨界現象のタイプは、格子点上にあるスピンの協力現

象をモデル化する磁性モデルによってを代表することができ、そのため、スピン

系での相転移の研究が詳しく進められてきた。相転移の基本的な考え方を簡単に

レビューし、臨界現象のタイプや、相互作用のタイプによる様々な相転移を紹介

する[1]。また、基底状態の性質が、ハミルトニアンのパラメターによって質的に

変わるいわゆる量子相転移の例として、超固体[2]や長岡強磁性[3]などいくつか

紹介する。特に、最近注目されている量子シミュレーションやスピン状態の動的

プロセスによる操作についても触れたい。 
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